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(57)【要約】
【課題】共焦点レーザプローブのレンズユニットを構成
するレンズの組み立て精度を向上し、反射防止膜をコー
ティングする際の作業性を向上させる。
【解決手段】共焦点レーザプローブの先端部に取り付け
られる共焦点用対物レンズユニット２１は、被観察部位
に対面する第１レンズ２６、第２レンズ２７、レンズ固
定枠２８、レンズ鏡筒２９を備える。第１レンズ２６は
、半球面レンズ部３１と、対物側に配され、半球面レン
ズ部３１よりも外径が大きい平板状レンズ部３２とを接
合してなる。平板状レンズ部３２の外周には、鍔部３２
ｂが形成されている。鍔部３２ｂには、テーパー面３２
ｄが形成されている。鍔部３２ｂを冶具に保持させて鍔
部３２ｂの外周面３２ｃをレンズ固定枠２８の内周面２
８ａに嵌め込み、テーパー面３２ｄを内周面２８ａのテ
ーパー面２８ｂに密接させた状態として、第１レンズ２
６をレンズ固定枠２８に接着する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の鉗子チャンネルに挿入して使用するプローブの先端部に取り付けられ、被検体
の被観察部位に対面する第１レンズを含む複数のレンズと、前記第１レンズが固定される
レンズ固定枠と、前記レンズ固定枠および前記複数のレンズを保持する鏡筒とを備えるプ
ローブ用レンズユニットにおいて、
　前記第１レンズの外周の少なくとも一部に、鍔部が設けられていることを特徴とするプ
ローブ用レンズユニット。
【請求項２】
　前記第１レンズは、半球面レンズ部と、対物側に配され、前記半球面レンズ部よりも外
径が大きく、前記鍔部を構成する平板状レンズ部とからなることを特徴とする請求項１記
載のプローブ用レンズユニット。
【請求項３】
　前記第１レンズは、前記半球面レンズ部と前記平板状レンズ部とを接合してなることを
特徴とする請求項２記載のプローブ用レンズユニット。
【請求項４】
　前記鍔部の対物側に、前記レンズ固定枠との位置決めを行う位置決め面が形成されてい
ることを特徴とする請求項１ないし３いずれか記載のプローブ用レンズユニット。
【請求項５】
　前記位置決め面は、テーパー面であることを特徴とする請求項４記載のプローブ用レン
ズユニット。
【請求項６】
　前記第１レンズの対物側と反対側の面と、前記第１レンズに対向する第２レンズの対物
側の面との間隔を規制する間隔環を、前記鍔部と対向する位置に取り付けたことを特徴と
する請求項１ないし５いずれか記載のプローブ用レンズユニット。
【請求項７】
　前記レンズ固定枠の外周面に凸部が形成され、
　前記鏡筒の対物側と反対側から前記レンズ固定枠を挿入したときに、前記鏡筒の内側で
前記凸部を係止する係止部が、前記鏡筒の先端部に形成されていることを特徴とする請求
項１ないし６いずれか記載のプローブ用レンズユニット。
【請求項８】
　前記プローブは、共焦点レーザプローブであることを特徴とする請求項１ないし７いず
れか記載のプローブ用レンズユニット。
【請求項９】
　内視鏡の鉗子チャンネルに挿入して使用する共焦点レーザプローブの先端部に取り付け
られ、被検体の被観察部位に対面する第１レンズを含む複数のレンズと、前記第１レンズ
が固定されるレンズ固定枠と、前記レンズ固定枠および前記複数のレンズを保持する鏡筒
とを備えるプローブ用レンズユニットの組み立て方法であって、
　前記第１レンズを前記レンズ固定枠に固定した後、前記鏡筒の対物側と反対側から前記
レンズ固定枠を挿入し、前記鏡筒の先端部の内側に形成された係止部に、前記レンズ固定
枠の外周面に形成された凸部を係止させることを特徴とするプローブ用レンズユニットの
組み立て方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の鉗子チャンネルに挿入して使用する共焦点レーザプローブの先端部
に取り付けられるプローブ用レンズユニット及びその組み立て方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、シングルモード光ファイバおよび光ファイバの出射端に配されたレンズユニット
を通して、体腔内の生体組織（被検体の被観察部位）にレーザ光を投射し、レーザ光の生
体組織からの反射光のうち、レンズユニットの物体側焦点面における反射光のみを抽出し
て、生体組織内の観察画像を得る共焦点レーザプローブが知られている（特許文献１参照
）。レーザ光を生体組織に走査することで、例えば、生体粘膜の表面から約１００μｍの
深さの２次元画像を得ることができる。
【０００３】
　共焦点レーザプローブは、電子内視鏡の鉗子チャンネルに挿入して使用される（特許文
献２参照）。このような共焦点レーザプローブは、患者への負担を軽減するために、外径
を細くする必要がある。また、レンズユニットは、生体粘膜の表面から深さ方向に進達し
た部位を焦点面とするため、開口数ＮＡを高くする必要がある。特に、レーザ光の波長が
長波長である場合、高解像度の観察画像を得るためには、開口数ＮＡを高くするしかない
。
【０００４】
　このように、細径且つ高い開口数ＮＡを必要とすることから、レンズユニットを構成す
るレンズは微小化が進み、複数の微小なレンズ同士を精度良く位置決めすることが非常に
難しいものとなっている。従来、レンズ同士の間隔を精度良く規定するため、専用治具を
用いたレンズの組み立て方法が提案されている（特許文献３参照）。また、生体組織から
の微弱な反射光を効率よく抽出するために、レンズに反射防止膜をコーティングする処理
が行われている。
【特許文献１】特開２００４－２４０３４６号公報
【特許文献２】特開２０００－１２１９６１号公報
【特許文献３】特開２００７－２９８５３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　共焦点レーザプローブのレンズユニットを構成するレンズの中では、生体組織に対面す
る第１レンズが最も直径が小さく、φ１ｍｍ以下のものもある。第１レンズのレンズ面は
、殆ど全てが有効径である。このため、第１レンズと対向する第２レンズとの間隔を精度
良く位置決めすることが難しい。そのうえ、反射防止膜をコーティングする際の掴み代が
なく、コーティングが非常に困難、あるいは莫大なコストが掛かる。
【０００６】
　また、特許文献３では、第１レンズが固定されるレンズ固定枠が鏡筒の外側端面に取り
付けられているため、レンズ固定枠が鏡筒から外れて、被検体内に脱落することが懸念さ
れる。
【０００７】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、プローブのレンズユニットを構成す
るレンズの組み立て精度を向上し、反射防止膜をコーティングする際の作業性を向上させ
たプローブ用レンズユニットを提供することを目的とする。
【０００８】
　また、本発明は、レンズ固定枠が被検体内に脱落しないようにしたプローブ用レンズユ
ニットの組み立て方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明のプローブ用レンズユニットは、内視鏡の鉗子チャ
ンネルに挿入して使用する共焦点レーザプローブの先端部に取り付けられ、被検体の被観
察部位に対面する第１レンズを含む複数のレンズと、前記第１レンズが固定されるレンズ
固定枠と、前記レンズ固定枠および前記複数のレンズを保持する鏡筒とを備えるプローブ
用レンズユニットにおいて、前記第１レンズの外周の少なくとも一部に、鍔部が設けられ
ていることを特徴とする。
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【００１０】
　前記第１レンズは、半球面レンズ部と、対物側に配され、前記半球面レンズ部よりも外
径が大きく、前記鍔部を構成する平板状レンズ部とからなることが好ましい。また、前記
第１レンズは、前記半球面レンズ部と前記平板状レンズ部とを接合してなることが好まし
い。さらにまた、前記鍔部の対物側に、前記レンズ固定枠との位置決めを行う位置決め面
が形成されていることが好ましい。前記位置決め面は、テーパー面であることが好ましい
。
【００１１】
　前記第１レンズの対物側と反対側の面と、前記第１レンズに対向する第２レンズの対物
側の面との間隔を規制する間隔環を、前記鍔部と対向する位置に取り付けたことが好まし
い。また、前記レンズ固定枠の外周面に凸部が形成され、前記鏡筒の対物側と反対側から
前記レンズ固定枠を挿入したときに、前記鏡筒の内側で前記凸部を係止する係止部が、前
記鏡筒の先端部に形成されていることが好ましい。
【００１２】
　前記プローブは、共焦点レーザプローブであることが好ましい。
【００１３】
　本発明のプローブ用レンズユニットの組み立て方法は、内視鏡の鉗子チャンネルに挿入
して使用する共焦点レーザプローブの先端部に取り付けられ、被検体の被観察部位に対面
する第１レンズを含む複数のレンズと、前記第１レンズが固定されるレンズ固定枠と、前
記レンズ固定枠および前記複数のレンズを保持する鏡筒とを備えるプローブ用レンズユニ
ットの組み立て方法であって、前記第１レンズを前記レンズ固定枠に固定した後、前記鏡
筒の対物側と反対側から前記レンズ固定枠を挿入し、前記鏡筒の先端部の内側に形成され
た係止部に、前記レンズ固定枠の外周面に形成された凸部を係止させることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のプローブ用レンズユニットによれば、被観察部位に対面する第１レンズの外周
の少なくとも一部に、鍔部を設けるので、第１レンズと対向する第２レンズとの間隔を規
定するために鍔部を用いることができ、組み立て精度が向上する。また、反射防止膜をコ
ーティングする際の掴み代として鍔部を利用することができ、反射防止膜をコーティング
する際の作業性が向上する。
【００１５】
　また、本発明のプローブ用レンズユニットの組み立て方法によれば、第１レンズをレン
ズ固定枠に固定した後、鏡筒の対物側と反対側からレンズ固定枠を挿入し、鏡筒の先端部
の内側に形成された係止部に、レンズ固定枠の外周面に形成された凸部を係止させるので
、レンズ固定枠が鏡筒から外れても、レンズ固定枠が被検体内に脱落することがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１において、内視鏡システム２は、電子内視鏡１０と、この電子内視鏡１０の鉗子チ
ャンネル１９に挿入して使用する共焦点レーザプローブ１１と、電子内視鏡１０と接続す
る通常観察用プロセッサ装置１２と、共焦点レーザプローブ１１と接続する共焦点観察用
プロセッサ装置１３とから構成される。電子内視鏡１０は、体腔内に挿入される可撓性の
挿入部１４と、挿入部１４の基端部分に連設された操作部１５と、通常観察用プロセッサ
装置１２に接続されるコネクタ１６と、操作部１５とコネクタ１６とを繋ぐユニバーサル
コード１７とを備えている。
【００１７】
　挿入部１４の先端には、体腔内撮影用のＣＣＤ（図示せず）などが内蔵された先端部１
４ａが連設されている。先端部１４ａの後方には、複数の湾曲駒を連結した湾曲部１４ｂ
が設けられている。湾曲部１４ｂは、操作部１５に設けられたアングルノブ１８が操作さ
れて、挿入部１４内に挿設されたワイヤが押し引きされることにより、上下左右方向に湾
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曲動作する。これにより、先端部１４ａが体腔内の所望の方向に向けられる。
【００１８】
　挿入部１４の内部には、鉗子チャンネル１９が配されている。この鉗子チャンネル１９
は、先端部１４ａに設けられた鉗子出口１９ａから、操作部１５に設けられた鉗子入口１
９ｂまで連続している。
【００１９】
　通常観察用プロセッサ装置１２には、周知の光源、及び、信号処理回路などが実装され
ている。コネクタ１６が通常観察用プロセッサ装置１２に接続されているときに光源が点
灯されると、その光は電子内視鏡１０のコネクタ１６から先端部１４ａまで配管されたラ
イトガイド（図示せず）に入射する。ライトガイドに入射した照明光はその内部を伝送さ
れて、先端部１４ａ前面に設けられた照明窓（図示せず）から被検体内へ照明される。こ
の照明光は被検体内で反射されて、先端部１４ａに内蔵されるＣＣＤで撮像される。この
ＣＣＤから出力された撮像信号は、通常観察用プロセッサ装置１２に向けて伝送される。
通常観察用プロセッサ装置１２は、撮像信号を画像データに変換して、通常観察用モニタ
２０に出力する。これにより、体腔内の動画や静止画が通常観察用モニタ２０上に表示さ
れる。
【００２０】
　共焦点レーザプローブ１１は、先端部に設けられ、被観察部位の像を得るための共焦点
用の対物光学系を備えている共焦点用対物レンズユニット２１と、末端部に設けられ、共
焦点観察用プロセッサ装置１３と接続するコネクタ２２と、共焦点用対物レンズユニット
２１とコネクタ２２とを繋ぐケーブル２３とからなる。ケーブル２３の内部には、光を伝
送する複数のシングルモード光ファイバを束ねて形成された光ファイバ束２４（図２参照
）が設けられている。この共焦点レーザプローブ１１は、上述したように電子内視鏡の鉗
子入口１９ｂから挿入され、鉗子チャンネル１９を通り、先端部１４ａに設けられた鉗子
出口１９ａから共焦点用対物レンズユニット２１の先端部が突出して、被検体内の観察画
像を得ることができる。観察を行う際には、共焦点用対物レンズユニット２１の先端面（
第１レンズ２６のレンズ面３２ａ；図３参照）を生体組織表面に接触させる。
【００２１】
　共焦点観察用プロセッサ装置１３には、周知のレーザ光源、及び処理回路などが実装さ
れており、共焦点レーザプローブ１１のコネクタ２２が共焦点観察用プロセッサ装置１３
に接続されているときに、レーザ光源が点灯すると、そのレーザ光が、光ファイバ束２４
の内部を伝送されて、共焦点用対物レンズユニット２１へ出射する。シングルモード光フ
ァイバから出射したレーザ光は、共焦点用対物レンズユニット２１に組み込まれた共焦点
用対物光学系３０（図２参照）に入射する。そして、共焦点用対物光学系３０により被観
察部位で焦点を結ぶ。次いで、被観察部位から反射した反射光が、共焦点用対物光学系３
０を介してシングルモード光ファイバ内部に戻る。
【００２２】
　シングルモード光ファイバの対物側先端部は、極めて小さい開口（コア）を有しており
、点光源且つ絞りとして機能する。従ってシングルモード光ファイバ内部には、被観察部
位からの反射光のうち、シングルモード光ファイバの対物側先端部と共役な位置（被観察
部位で出射光が焦点を結んだ位置）から反射した光のみが入射する。この入射光は、シン
グルモード光ファイバにより伝送されて共焦点観察用プロセッサ装置１３に入力する。共
焦点観察用プロセッサ装置１３は、被観察部位にレーザ光を走査することにより得られた
入射光の点像を受け取って電気信号に変換して周知の信号処理を施し、共焦点観察用モニ
タ２５に出力する。これにより、共焦点観察用モニタ２５に高倍率・高解像度の共焦点走
査画像（観察画像）が表示される。
【００２３】
　図２及び図３において、共焦点用対物レンズユニット２１は、被検体の被観察部位に対
面する第１レンズ２６と、第１レンズ２６の対物側と反対側の面（レンズ面３１ａ）に対
向する第２レンズ２７と、第１レンズ２６及び第２レンズ２７が固定されるレンズ固定枠
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２８と、このレンズ固定枠２８を保持するレンズ鏡筒２９とを備える。なお、共焦点用対
物レンズユニット２１は、第１レンズ２６及び第２レンズ２７を含む複数のレンズ（図示
は省略）からなる共焦点用対物光学系３０を備えている。なお、第１レンズ２６及び第２
レンズ２７を含む共焦点用対物光学系３０の複数のレンズは、全てレンズ鏡筒２９に保持
される。
【００２４】
　図４において、第１レンズ２６は、半球面レンズ部３１と、対物側に配され、半球面レ
ンズ部３１よりも外径が大きい平板状レンズ部３２とを接合してなる貼り合わせレンズで
ある。この第１レンズ２６は、対物側に平板状レンズ部３２のレンズ面３２ａが、対物側
とは反対側に半球面レンズ部３１のレンズ面３１ａが対向して貼り合わされている。平板
状レンズ部３２の外周は、半球面レンズ部３１の外径から突出する鍔部３２ｂを構成する
。鍔部３２ｂは、半球面レンズ部３１の外周全てに対して設けられている。なお、これに
限らず、半球面レンズ部３１の外周のうち少なくとも一部に鍔部が設けられていればよい
。鍔部３２ｂの外周面３２ｃは、その外径が、レンズ固定枠２８の内周面２８ａより少し
小さく形成されている。
【００２５】
　半球面レンズ部３１の外径は、その殆ど全てが光学的に機能する有効径となっている。
平板状レンズ部３２の光学的に機能する部分は、図の点線で示すように、半球面レンズ部
３１との接合面からレンズ面３２ａに掛けて、略すり鉢状となった部分である。この平板
状レンズ部３２の光学的に機能する部分から外れた光学的に機能しない部分が、鍔部３２
ｂを構成している。
【００２６】
　鍔部３２ｂには、外周面３２ｃから対物側のレンズ面３２ａに掛けてテーパー面３２ｄ
が形成されている。このテーパー面３２ｄは、レンズ固定枠２８との位置決めを行う位置
決め面として使用される。
【００２７】
　図３において、レンズ固定枠２８は、略円筒形状で、レンズ固定枠２８の内周面２８ａ
には、対物側の端面に向かって徐々に内径が小さくなるテーパー面２８ｂが形成されてい
る。このレンズ固定枠２８のテーパー面２８ｂと、鍔部３２ｂのテーパー面３２ｄとが接
することで、レンズ固定枠２８に対する第１レンズ２６の位置決めがなされる。なお、第
１レンズ２６をレンズ固定枠２８に位置決めする位置決め面としては、このようなテーパ
ー面３２ｄに限らず、対物側のレンズ面３２ａと平行且つ段差のある面を位置決め面とし
て鍔部３２ｂに形成してもよい。
【００２８】
　また、レンズ固定枠２８には、対物側と反対側の外周面端部に、レンズ面３２ａと平行
な段差がつけられた階段状に突出する凸部２８ｃが形成されている。凸部２８ｃは、レン
ズ鏡筒２９の先端部に形成された係止部２９ａに係止される。なお、凸部２８ｃは、外周
面から階段状に突出する形状に限らず、対物側の面が傾斜するテーパー面を有する形状で
もよい。
【００２９】
　平板状レンズ部３２のレンズ面３２ａと反対側の面の、鍔部３２ｂと対向する位置には
、レンズ面３１ａと、第２レンズ２７の対物側のレンズ面２７ａとの間隔を、所定間隔ｈ
に規制する間隔環３３が取り付けられている。間隔環３３は、鍔部３２ｂと対向する位置
で第１レンズ２６と接し、レンズ面３２ａと平行な平面３３ａと、レンズ面２７ａの縁と
接する曲面３３ｂとを有する。間隔環３３は、平面３３ａで第１レンズ２６に、曲面３３
ｂで第２レンズ２７に当接している。第１レンズ２６に鍔部３２ｂを設けることによって
間隔環３３と当接する面積を充分に取ることができるため、第１レンズ２６及び第２レン
ズ２７が互いに精度良く位置決めされる。
【００３０】
　共焦点用対物レンズユニット２１の組み立て方法を図５、図６及び図７に示す。先ず、
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図５に示す工程に移る前に、生体組織からの微弱な反射光を効率よく抽出するために、第
１レンズ２６に反射防止膜をコーティングする。このコーティング処理では、鍔部３２ｂ
が掴み代として利用される。次に、レンズ固定枠２８に第１レンズ２６、間隔環３３、第
２レンズ２７を固着して保持させる工程を図５及び図６に沿って説明する。はじめに、冶
具３４の第１受面３４ａ上に第１レンズ２６の対物側とは反対側のレンズ面３１ａを、第
１受面３４ａの周囲に形成された第２受面３４ｂに鍔部３２ｂを密接させる（図５（ａ）
、図５（ｂ）参照）。
【００３１】
　次に、冶具３４に支持された第１レンズ２６にレンズ固定枠２８を密接させる（図５（
ｂ）、図６（ｃ）参照）。このとき、レンズ固定枠２８の内周面２８ａに第１レンズ２６
の外周面３２ｃを嵌め込むとともに、レンズ固定枠２８のテーパー面２８ｂに第１レンズ
２６のテーパー面３２ｄを密接させて、レンズ固定枠２８に対する第１レンズ２６の位置
決めを行う。この状態で、第１レンズ２６をレンズ固定枠２８に保持させる。ここでは、
第１レンズ２６とレンズ固定枠２８とを接着して一体化する。このようにして一体化する
とき、第１レンズ２６のテーパー面３２ｄと、レンズ固定枠２８のテーパー面２８ｂと密
接させて位置決めしているので、第１レンズ２６及びレンズ固定枠２８の中心軸Ｏ（図２
及び図３参照）を精度良く一致させることができる。
【００３２】
　次に、冶具３４を、第１レンズ２６およびこの第１レンズ２６を保持したレンズ固定枠
２８から取り外す。そして、第１レンズ２６の鍔部３２ｂと対向する位置に間隔環３３の
平面３３ａを密接させるとともに、間隔環３３の曲面３３ｂを第２レンズ２７の対物側の
レンズ面２７ａの縁に密接させた状態とする（図６（ｄ）、及び図３参照）。
【００３３】
　これにより、第１レンズ２６と第２レンズ２７との間隔を所定間隔ｈに定めることがで
きる。そして、上記間隔を所定間隔ｈに定めた状態で第２レンズ２７をレンズ固定枠２８
に保持させる。ここでは、第２レンズ２７をレンズ固定枠２８に接着する。これにより、
第１レンズ２６と、第２レンズ２７と、間隔環３３と、レンズ固定枠２８とが一体化され
る。
【００３４】
　続いて、一体化された第１レンズ２６、第２レンズ２７、間隔環３３およびレンズ固定
枠２８を、レンズ鏡筒２９の先端に固定する工程を、図７を参照して説明する。先ず、レ
ンズ鏡筒２９の対物側と反対側からレンズ固定枠２８を挿入し（図７（ａ）参照）、レン
ズ固定枠２８の凸部２８ｃを、レンズ鏡筒２９の先端部に形成された係止部２９ａで係止
する。そして、この凸部２８ｃが係止部２９ａに係止された状態で両者を互いに接着固定
する（図７（ｂ）参照）。このように、レンズ固定枠２８がレンズ鏡筒２９の係止部２９
ａに係止されて確実に固定されるため、レンズ固定枠２８が被検体側に脱落することが無
い。レンズ固定枠２８をレンズ鏡筒２９に接着固定した後、他のレンズを組み立てて共焦
点用対物レンズユニット２１が完成する。
【００３５】
　このように第１レンズ２６に鍔部３２ｂを設けたことで、共焦点用対物レンズユニット
２１の組立ての際に冶具３４で容易に保持することが可能となり、第１レンズ２６とレン
ズ固定枠２８との位置決め（テーパー面３２ｄとテーパー面２８ｂによる）や、第１レン
ズ２６と第２レンズ２７との位置決め（間隔環３３による）を精度良く行うことができる
。これにより、共焦点用対物レンズユニット２１を構成する共焦点用対物光学系３０の組
み立て精度が向上する。また、共焦点用対物レンズユニット２１の組み立て工程の前に、
第１レンズ２６のレンズ面に、反射防止膜をコーティングする際、鍔部３２ｂを掴み代と
して第１レンズ２６を容易に保持することができるため、コーティングの際の作業性が向
上し、また、コストを削減することができる。
【００３６】
　第１レンズ２６は、鍔部３２ｂと対向する位置で間隔環３３に押さえられているので、
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レンズ固定枠２８との接着が外れても、第１レンズ２６がレンズ鏡筒２９内に入り込んで
しまうことがない。また、第１レンズ２６は、テーパー面２８ｂによって、被検体側への
脱落も防がれている。さらに、凸部２８ｃと係止部２９ａとで、レンズ固定枠２８をレン
ズ鏡筒２９の内側から係止しているので、従来のように、レンズ固定枠２８が被検体側に
脱落するおそれもない。
【００３７】
　また、上記実施形態においては、プロセッサ装置と光源装置とを一体型にした構成を例
に上げているが、本発明はこれに限らず、プロセッサ装置及び光源装置を別体にした構成
としてもよい。さらにまた、上記実施形態では、電子内視鏡１０を例示しているがこれに
限らず、超音波トランスデューサが先端部に一体化された超音波内視鏡や、光学的イメー
ジガイドを採用して被検体の状態を観察する内視鏡（ファイバースコープ）にも適用する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】内視鏡システムの外観図である。
【図２】共焦点レーザプローブの先端部断面図である。
【図３】共焦点レーザプローブの第１レンズ周辺を拡大した断面図ある。
【図４】第１レンズの断面図である。
【図５】第１レンズとレンズ固定枠とを固着する組み立て工程を示す説明図である。
【図６】図５の工程の後、第１レンズ及びレンズ固定枠と第２レンズとを固着する組み立
て工程を示す説明図である。
【図７】共焦点用対物レンズユニットの組み立て工程を示す説明図である。
【符号の説明】
【００３９】
　２　内視鏡システム
　１０　電子内視鏡
　１１　共焦点レーザプローブ
　１２　通常観察用プロセッサ装置
　１３　共焦点観察用プロセッサ装置
　１９　鉗子チャンネル
　２１　共焦点用対物レンズユニット
　２６　第１レンズ
　２７　第２レンズ
　２８　レンズ固定枠
　２８ｃ　凸部
　２９　レンズ鏡筒
　２９ａ　係止部
　３１　半球面レンズ部
　３２　平板状レンズ部
　３２ｂ　鍔部
　３３　間隔環
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